十一月に なり、 自分の 心に は、 林 町と ああ 云う 関係 

にある と 云う ことが、 次第に 苦しい 意識と なって 来た。 

九月の 二十 九日の 夜、 母上が、 当分 会うまい と 云われ 

た 時、 随分 自分 は 苦しく 思い 涙 を 流した。 けれども、 

その 心 持 は 今と は異 う。 あの 時、 自分に は、 其那 こと 

が 如何にも 詰らない、 不合理な ことに 思えた の だ。 直 

接の 原因 は、 太陽に 書いた 小説が 母上の 感情 を 害した 

と 云える かもしれ ない が、 左様な 決心 を 彼女に させた 

もの は、 単に 彼の 小説 一 つ 位の もので はない。 A が 気 

に 入らない の だ。 気に入らな いと 云う こと を 知って、 



子供ら しく それ を 取 除こうと 努力す る 気になれない A 

の 心 持が、 彼女 を 我慢 させなかった の だ。 それにして 

も、 私共に 会わない ことが、 どうして 事態 をよ くして 

行く だろう。 

会わない、 見ない、 と 云う ことが、 何も 私共が 母 娘 

であり、 A と 自分と が 夫妻で あると 云う 事実に 変更 を 

与える もので はない。 其那 こと をし、 故意に 生活に 強 

制した 一 点 を 作る より、 互に 理解し ようと 努力し、 友 

情で 団結して 行く 気に、 どうして なれない のかと、 自 

分 は、 自分の 心 持より、 寧ろ、 母上と A との 心 持 を 恐 

れ 悲しんで 歎いた のであった。 



暗く、 淋しく 沈む の を 覚える。 

母上 は、 其 後の 自分の 心 持の 変化に ついては、 一言 

も 書いて 下さらない。 A は A で、 自分から 頭 を 下げて 

謝すべき 理由 は 見出さな いと 確信す る。 一 月の 時日の 

間に、 彼等の 間に は 何の 流動、 何の 心的 交通 も 開けて 

は 居ない ので ある。 どうして 其で すんで 行く だろう、 

此が 一年 続いても、 二 年 続いても、 彼等 は 平気な の だ 

ろうか、 恐ろしくなる。 

私と 云う もの を 挾んで 相対す る 彼等 は、 私に 対して 

は どちらも、 愛に 充ち 輝いた 笑顔 を 向けて 呉れる の だ。 

然し、 私が 一歩 傍への いたら、 彼等 は、 どちらも、 理 



とかして やりた く 思う。 泣 声 は 次第に 激しく、 叩く 拳 

は 次第に 熱烈に、 苦しくな つ て 来る。 

真個に、 崖 も 辛く 思う。 然し、 彼に は 手がない。 彼 

方の 崖に も 腕がない。 せめて 柔 かく 身で も 屈めて やり 

たいが、 後に 引続いた 地盤 は 厚く 広大で、 動き もとれ 

ない。 

「ようお！ よう！」 

オイ オイ 泣く 児 を 挾んで、 崖 は、 冷たく、 堅く 立つ 

て 居る ように 見えた。 

〇 

金 は、 無くなる と 其 量 だけ 結果に 於て Less になる _ 



然し、 愛 だけ はそう でな く、 不死で、 不滅で、 同時に、 

或 人の 持つ 総量に 変る ことない の を 知った。 

〇 

人間が、 血縁の 深さに 惑わ さ れ 過ぎ る こと を 思う。 

いっか、 人間の 如何 那 関係に 於ても、 欠ける と 大変な 

の は、 友情 だと 云う の を 読み、 深い 真の ある を 思う。 

母上、 貴方 は、 どうしてもう 少し 私 や、 A に、 友情 

を 持って 下さる こと は 出来ないで しょうか。 

A 、貴方 は、 もう 少し、 一人の 友に 対して 寛大で あつ 

て は 呉れません か。 

私に は、 貴方が たの どちらもが、 互に 害される こと 
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